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ヒトは誰しも，誰かに助けてもら
ったり，贈り物を受け取ったりした
ときに「ありがたい」という感謝の
気持ちを抱いたことがあるだろう。
心理学では，この「感謝」を，他者の
善意によって利益を得たときに生じ
るポジティブな感情と定義してい
る 1。感謝は単なる心地よい感情に
とどまらず，困っている他者を助け
たり，他者に資源を分け与えたり
といった「向社会的行動」を促進す
る2, 3。私は，この感謝がどのよう
な状況で，そしてどのような仕組み
によって向社会的行動を促進する
のかに関心を持ち，研究を進めてい
る4～7。
まず，感謝はどのような状況で向

社会的行動を促進するのだろうか。
これまでの研究の多くは，自分の行
動が確実に他者の役に立つ場面を扱
ってきた2, 3。しかし日常生活には，
「助けても本当に相手の役に立つの
か分からない」「提供したものが相
手の望むものでないかもしれない」
といった不確実な場面もしばしば存
在する。そのような状況では，ヒト
は無駄になるかもしれないコスト
（時間や金銭）を支払ってまで向社
会的に振る舞うことをためらいがち
である。そこで私たちは，参加者に
過去の感謝経験を想起してもらった
うえで，他者に利益を提供できるか

不確実な状況で向社会的に行動する
か判断させた4。その結果，感謝経
験を想起した参加者は，そのような
不確実な場面においてもためらわず，
向社会的に行動することが明らかに
なった。すなわち，感謝の力は「確
実に役立つ場面」にとどまらず，「役
立つかどうか不確実な場面」におい
ても広く働くのである。
　次に，感謝はどのようにして向社
会的行動を促進するのだろうか。例
えば，私たちの研究では，感謝経験
を想起した参加者は「友達の誕生日
を祝いたい」「高齢者に席を譲りた
い」といった向社会的行動のレパー
トリー（他者に利益を提供するため
の選択肢）をより多く挙げ，その結
果として日常生活における向社会的
行動の生起頻度が高まることを明ら
かにした5。さらに，後続の研究に
よって，感謝が向社会的行動を促進
する心理的メカニズムは単一ではな
く，複数のプロセスに支えられてい
ることも明らかになってきた。児童
と成人を対象とした研究では，感謝
が向社会的行動を促進する動機づけ
過程には発達的差異が存在するこ
とが示され，児童期には公平性への
動機づけ（自分と他者で均等に資源
を分配したいという欲求）が，成人
期には寛大さへの動機づけ（他者に
より多くの資源を与えたいという欲

求）が，それぞれ向社会的行動にお
ける感謝の促進効果を駆動すること
が明らかになった6。
これらの研究から，感謝は単なる

心地よさをもたらすだけではなく，
他者への思いやりを育み，良好な対
人関係の形成と維持を支えることが
分かってきた。これまでの研究は主
に二者間の状況に焦点を当ててき
たが，現実には複数の潜在的な利益
提供者が存在する場面も少なくない。
このような場面では，責任の分散や
他者の意図や反応に対する不確実性
によって，ヒトは向社会的に行動す
ることをためらい，その抑制効果は
潜在的な提供者の数が増えるほど強
まる8。今後の研究では，このよう
な複雑な社会状況においても感謝が
向社会的行動を促進するのかを明ら
かにしていく 7。加えて，感謝の向
社会的機能がどのような状況で発揮
されるのかに加え，逆にどのような
状況ではその効果が発揮されにくい
のかという「境界条件」についても
検討していきたい 7。
　私たちの日常は曖昧で複雑な状況
の連続である。だからこそ，思いや
りの連鎖を生み出し，人々を助け合
いへと導く感謝の力が，不確実な社
会を生きる私たちにとって，より一
層重要な意味を持つのではないだろ
うか。

感謝が生み出す思いやりの連鎖
─ヒトを助け合いへと導くこころの仕組み
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